
【件名】No.120

放棄した土地について

【区分】
手紙

【受付日】
令和８年９月８日

【意見・要望の内容】　（要約して記載）
自宅裏にある広大な放棄地の草がすぐに伸び、近隣住民が草刈りを続けた結果、腱鞘炎やダニ・蚊の被害を受けている
ため、年1回の草刈りやごみ袋の支給だけではなく、行政として継続的かつ十分な除草対策を講じてほしい。

また、土地所有者に代わってボランティアで草刈りを申し出た際の職員側の言葉遣いに不快感を抱いたため、市職員に
は相手の立場に配慮した丁寧な対応をしてほしい。

【一次対応】
担当課に情報共有し、回答（対応）を依頼

【担当課の回答内容】　（全文）
この度は、放棄した土地についてご意見をいただき誠にありがとうございます。
ご自宅周辺の空き地において、長年にわたり●●様ご夫妻が草刈りや草むしりを続け、地域の安全と環境維持のためご
尽力いただいていることに、心より敬意を表します。
また、せっかくのボランティアとしてのお申し出に対し、市役所からの連絡の際にお気持ちを害するような表現があり、
配慮に欠けましたことを深くお詫び申し上げます。
私どもから所有者の方へお気持ちを確認した際、所有者の方からは「（高齢や体調などの事情により自身で管理しきれ
ないため、●●様が刈ってくださるのであれば）お願いしたい」という趣旨の回答をいただいたため、その旨をお伝えい
たしましたが、受け止める●●様のお気持ちや、これまでのご苦労に対する配慮が足りない言葉遣いとなってしまいま
した。

今後も、引き続き空き地の所有者に対して、改善の通知を行うと共に、市民の皆様の善意に寄り添った、より丁寧で適
切な言葉選びを徹底するよう心がけてまいります。
●●様におかれましては、まずはご自身のお体を最優先になさってください。決してご無理をなさらぬようお願い申し
上げます。
本件についてご不明な点がございましたら、いつでも担当の生活環境課までお気軽にご相談ください。

【回答の有無】
回答済

【回答日】
令和８年９月１４日

【進捗状況】
課題として認識

【担当課】
生活環境課
【☎０２２３－２３－０５８４】


